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高精度な信号生成を検討

DWA・自己校正アルゴリズムを使用
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集積回路の信号処理 1.研究背景・目的

デジタル アナログ

 信号を高分解能, 高線形に生成

用途 ： 電子計測器

オーディオ装置

 DWA* 型の選択法

バラツキが累積⇒低精度

自己校正のフィードバック

LUT Input LUT Output

2 2.135

DAC

LUT

猫の年齢
人間の
相当年齢

1 17

2 23

3 28

LUT 171

入力に対応するデータを出力

③自己校正

② DWA ④自己校正+DWA
①従来＜ ＜

精度向上

①従来回路 ② DWAのみ ③自己校正のみ ④自己校正+DWA

高純度な信号の生成

*Data Weighted Averaging:データ重み付け平均化

** Look Up Table：LUT

**

信号精度の評価

信号電力

ノイズ電力 + ひずみ電力

鋭い信号

組み合わせの有効性を比較

①

②

③

④

Δ：差分

Σ：積分

 高精度アナログ信号生成のために…

アナログ アナログ

デジタル アナログ

今までは・・

今回 !!

24時間稼動

量, 質 OK

アナログ 連続的な信号

・ 自然界の信号 (音, 光)

離散的な数値の信号

・ パソコン, 2進数

デジタル

・ カセット, ビデオテープ

・ CD, DVD

生活に欠かせない信号

アナログ・デジタル デジタル信号技術

DWA, 自己校正アルゴリズム

従来の選択法

4.自己校正アルゴリズム

3.DWAアルゴリズム

電流セルのバラツキ

電流

 理想⇒すべて等しい

 現実⇒ ICチップ製造上で

DAC内の電流源は

プロセスのバラツキあり

精度の低減 バラツキが分散⇒高精度

信号成分

デジタル「0」と「1」の世界

約100km

東京都庁舎

群馬県庁舎

 16bit ⇒ “0000 0000 0000 0000” ～ “1111 1111 1111 1111”

100km

216 (=65536)
≈ 1.5m で分割

100km

210 (=1024)
≈ 97.7m 10bit ⇒

100km

220 (=1048576)
≈ 0.095m 20bit ⇒
( 9.5cm )

イノベーションに成功する者は、
右脳と左脳の両方を使う。

(ピーター・ドラッカー)

アナログとデジタル両方必要

回路では

目的

微細な計算が可能

A11


